
（別紙４）

～ 令和8年　９月　20日
（対象者数）   9名 （回答者数） ４名

～ 令和8年　９月  20日
（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

～ 令和8年　９月   30日
（対象数） 6名 （回答数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問先と事業所とがスムーズな連携と情報共有ができるよ
う、信頼関係を継続していく。また、訪問支援以外のスタッ
フとの情報共有も充実させていく。

2

本人が、学校や保育園等で有意義な時間を過ごす際、
身体に負担が少なくて済むよう情報収集やご家族との連携も
充実させていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校との対話を繰り返し、相互理解を深める。

2

3

○事業所名 ふたば

○保護者評価実施期間 令和8年　９月　１日
○保護者評価有効回答数

令和8年　９月　１日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　１０月　26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 令和8年　９月　１日

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

経験が浅い 当事業の訪問実績がまだ少なく、学校とのやり取りや調整
がうまく取れないことがあった

経験豊富な自立活動の体の専門家と保育士を配置している 支援内容によって適切な支援員が訪問している。原則、
多職種訪問とし、多角的な視点で助言ができるようにしている

個々の特性やニーズに応じた支援を提供している ふたばの児童発達支援・放課後等デイサービスをご利用の方を
対象にしているため、普段から関係性を築いている施設への訪
問と利用者個々の特性やニーズに応えることができる

事業所における自己評価総括表 (保育所等訪問支援）公表


